
震災で松川浦は大きく変わってしまいました。希望を抱いて歩み出すためには、私たちには新しい暮らしのためのビジョンが必要です。松川浦と共に生きてきた相馬市のみなさんが集い、オピニオンリーダーに学び、自由闊達に思いや理想を語り合いながら、自分たちの町を再建していくためのビジョンづくりを試みましょう。

	種目
	タイトル・ゼミナール内容
	講師・案内人
	開催日時

	第１回

講演会と質疑応答
	これからの松川浦の未来をひらくお知恵拝借

津波で壊滅的被害を受けた松川浦に原発事故が追い打ちをかける。私たちの未来をひらくアドバイスを頂く。
	佐藤栄佐久氏

(前福島県知事)
	8月6日
（土）

13：30～

	第2回

講演会と

意見交換
	災害を乗り越えた町のデザイン
危機を乗り越え町を再生した事例を紹介。地域の良さを見直しそれを生かした町づくりをご提案する。
	伊藤香織氏

(東京理科大准教授・都市計画)
	9月4日
（日）
13：30～

	第3回

市民会議


	愛する松川浦への思いを語ってみよう

松川浦は生きもののゆりかご。松川浦の生物の豊かさは仙台湾の豊かさである。松川浦への思いをみんなで語り合おう。
	鈴木孝男氏

（東北大学大学院助教・底生生物）
	10月16日
（日）
13：30～

	第4回

課外授業


	震災後の松川浦を歩いてみよう

植物の専門家と千年に1度の撹乱に遭った生きものの楽園を見て記憶に留めよう。また保安林をどうすべきか語り合おう。
	黒沢高秀氏

（福島大学准教授・植物）
	11月6日

（日）
08：30～

	第5回

講演会と質疑
	スマートコミュニティ構想（電力の地産地消）について知ろう

東日本大震災復興構想会議の提言を受け、相馬市を再生エネルギーの先駆けの地にして原発に脅えない町づくりを。
	飯田哲也氏

（環境エネルギー政策研究所所長）
	12月
13：30～

	第6回

パネルディスカッション
	今こそ、本物志向の観光地づくりを
相馬を馬で町おこししたら…。また松川浦の魚や景観がたとえ後退しても、人を生かした体験交流型ツーリズムが残っている。松川浦は本物の観光地を目指そう。
	川嶋舟氏（東京農大講師）／大社充氏（NPOグローバルキャンパス理事長）【予定】
	1月
13：30～

	第7回

市民会議

	私たちの理想の松川浦について語ろう

浸水地をトラストにという話題提供を受け、理想の松川浦とはどんなものか私たちの夢を語ろう。
	惠小百合氏

（江戸川大学・自然環境復元）
	2月5日
（日）
13：30～

	第8回

講演会と質疑応答市民会議


	食の安全性と農地の放射性物質除去・現場からの提案
旧飯野町在住で薬剤師の境野氏が、被爆の影響を減らすデトックスを主婦の目線で提案。また稲葉氏が農地の放射性物質を除去し安全な米や野菜を早く作れるよう農業の現場から提案を行う。
第1次素案発表：今年度の市民会議の総括を行う。
	境野米子氏

（生活評論家）

稲葉光國氏

（NOP民間稲作研究所代表）
	3月4日
（日）
13：30～


■会場：相馬市総合福祉センター「はまなす館」／相馬市小泉字高池357／電話0244-36-1905
■申込み・問合せ：松川浦の未来を語るゼミナール実行委員会事務局／電話０２４４－３８－７８２０
■後援：相馬市、相馬市教育委員会

※内容や日程が変更になることがございますので、予めご了承ください。

NPO法人グローバルキャンパス
「GCJ総研」内
〒150-0001渋谷区神宮前6-23-13-5D　
電話：03-5469-0680／FAX：03-5469-682

松川浦の未来を語るゼミナール


受講生募集（毎月1回・全8回・無料・先着100名）











